
	
 

平成 26年度	
 岐阜工業高等専門学校シラバス	
 	
  
教科目名 リノベーションデザイン	
 	
  担当教員 今田太一郎・柴田良一・中谷岳史 
学年学科 ２年次	
 建設工学専攻 前期 選択 ２単位  
学習・教育目標	
 （Ｄ－２	
 設計・システム）１００％	
 JABEE基準１（１）：（ｄ） 
授業の目標と期待される効果：   
我が国の建設市場は、スクラップアンドビルド型からサ

スティナブル型に変化しつつあり、建築物の再生（リノベ

ーション）が求められている。 
本授業では、計画、環境、構造といった様々な視点から

リノベーションのデザイン手法や考え方について学ぶ。そ

のことによって、建設技術者が持続可能な社会における役

割を理解し、建設技術者として必要な社会的視野を身につ

ける。具体的には以下の項目を目標とする。 
 
①リノベーションに関わる諸問題を把握できる。 
②リノベーションを実践するための考え方を理解する。 
③リノベーションデザインを学生の視点から実際に提案

する 
 
【オムニバス方式】 
計画的内容：今田 
	
 時代や社会の変化によって魅力を失いつつある既存施

設・空間について，まずその機能を把握すると共に問題

点を抽出し，特性や立地環境など様々な条件を考慮し

て，効果的な用途変更の可能性，つまり新たな利活用を

行うための手法を身につけることを目的とし，その事例

や技術を講義する。 
構造的内容：柴田 
	
 リノベーションにおける用途変更に対応して，構造条件

の変化に対応した構造補強技術の手法を紹介する。さら

にリノベーションの改修工事において耐震補強も合わ

せて行うための，構造工学的な基本的な知識や技術を講

義する。 
環境的内容：中谷 
	
 リノベーションの計画に際し，日照・採光や断熱・通風

など，環境設計手法を紹介する。さらに実際の敷地計画

や建物設計のため，建築環境工学的評価の知識やシミュ

レーション手法を講義する。 

成績評価の方法：	
  
各課題 100点とし、総得点に占める得点率で評価を行う。 
なお、成績評価に教室外学修の内容は含まれる。 
達成度評価の基準：  

 
下記の３つとする 
①リノベーションに関わる基本的諸問題を把握できた。 
②リノベーションを実践するための基本的な考え方を

修得できた。 
③リノベーションデザインについて現実に即した提案

ができた。 
	
 

授業の進め方とアドバイス：現場調査など学外学習が中心となるため、、夏休み等を利用した集中講義の形態を取る
事がある。授業は、授業形態は、主担当教員が構成する授業に、適宜、他教員が参加するスポットライト方式とし、
今田が１０.５回担当し、柴田、中谷が各２．２５回担当する。柴田、中谷は演習の適切な段階において、授業に参
加し、アドバイスを行う。 
教科書および参考書：  

授業の概要と予定：前期	
  教室外学修 

第 1回：授業の概要説明、課題提示、敷地、図面情報共有 先行事例の検索 

第 2回： 現地調査（変更の可能性あり） 現地調査結果のとりまとめ 

第 3回： 現地調査結果の分析ワークショップ：可能性、課題抽出 ワークショップの技法のまとめ 

第 4回：リノベーション事例検索結果の発表 事例検索結果の整理 

第 5回〜７回：リノベーション案の作成ワークショップ 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 適宜、専門教員によるアドバイス・意見交換 計画案の作成 

第８回：現地ワークショップ（仮想ユーザー・地域住民）  

第９回〜第１４回：リノベーション案作成ワークショップ	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 適宜、専門教員によるアドバイス・意見交換  

第１５回：講評会（現地で実施。仮想ユーザー・地域住民）  

第１６回：フォローアップ（課題解説）	
 	
  

 


